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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　射出成形機の稼動状態を表示可能な信号灯を備えた射出成形機であって、
前記信号灯を昇降させる昇降部を備え、
前記昇降部の昇降動作によって前記信号灯の高さを変化させることを特徴とした信号灯を
備えた射出成形機であり、
前記信号灯への干渉物の接近を検知する検知手段を備え、前記検知手段が干渉物の接近を
検知すると昇降部材を下降し、干渉物の接近を検知していない状態では昇降部を上昇させ
ることを特徴とした信号灯を備えた射出成形機。
【請求項２】
　前記昇降部は、ワイヤとワイヤ巻取部と昇降部材と摺動支持部材を備え、
前記ワイヤの一端が前記ワイヤ巻取部に固定され、
前記ワイヤの他端が前記昇降部材に固定され、
前記信号灯が前記昇降部材に固定され、
前記昇降部材が前記摺動支持部材にガイドされて昇降可能に取り付けられ、
前記ワイヤ巻取部のワイヤ巻取り動作により前記昇降部材が前記摺動支持部材にガイドさ
れつつ昇降することを特徴とする請求項１に記載の信号灯を備えた射出成形機。
【請求項３】
　前記ワイヤ巻取部は駆動装置を備え、駆動装置によって前記ワイヤ巻取り動作を行うこ
とを特徴とする請求項２に記載の信号灯を備えた射出成形機。
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【請求項４】
　前記射出成形機は前記駆動装置を制御してワイヤ巻取り動作を制御するワイヤ巻取り制
御部を備えることを特徴とする請求項３に記載の信号灯を備えた射出成形機。
【請求項５】
　前記ワイヤ巻取り制御部は射出成形機の稼動状態に応じた高さに前記昇降部材を昇降さ
せることを特徴とした請求項４に記載の信号灯を備えた射出成形機。
【請求項６】
　前記射出成形機は前記信号灯の高さ位置を検出する高さ位置検出部を備えることを特徴
とする請求項４または５に記載の信号灯を備えた射出成形機。
【請求項７】
　前記信号灯は、射出成形機の稼動状態を、点灯、点滅させる灯火の色や、点灯・点滅時
間や点灯・点滅パターンを変化させることにより表示可能であることを特徴とする請求項
１～６のいずれか一つに記載の信号灯を備えた射出成形機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は射出成形機に関し、特に、昇降式信号灯を備えた射出成形機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　射出成形機には、射出成形機の状態を作業者や監督者に知らせるための信号灯が備わっ
ている。また、この信号灯は、視認性が重視されるため、射出成形機の上面に設置される
ことが多く、さらに、作業者がより遠くから視認できるよう信号灯の発光部を射出成形機
上面からより高い位置に設置する場合がある。一方、射出成形機が設置されている場所で
は、射出成形機で用いる金型等を運搬するために、クレーンなどの運搬装置が用いられる
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平９－１４１５３９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　信号灯の設置場所が、クレーンなどの運搬経路上にある場合、頻繁に通過する運搬手段
や運搬物との干渉を避けるため、信号灯の設置高さを十分に確保できないことがある。　
　この問題を解決するためには、信号灯に干渉する干渉物が通過のたびに、信号灯を取り
外すことも可能であるが、手間が掛かる。また、射出成形機の設置場所を変更する場合に
、信号灯と設備などの干渉を避けるために、信号灯の高さを変更する工事が必要となるこ
とがある。また、射出成形機の操作画面を信号灯代わりに使う技術（特許文献１参照）が
公知であるが、射出成形機から遠い位置から、射出成形機の稼動状況の視認には不向きで
ある。
【０００５】
　そこで、本発明の目的は、信号灯を備える射出成形機において、信号灯の高さを手動ま
たは自動で自在に昇降できる構造とし、信号灯と周囲の物との干渉を回避し、且つ、信号
灯に必要な高さを確保することが可能な信号灯を備えた射出成形機を提供することである
。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の射出成形機は、信号灯を昇降可能とする昇降部を信号灯に備え、手動または自
動で昇降可能な構造を有することを特徴とする。
【０００７】
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　本願の請求項１に係る発明は、射出成形機の稼動状態を表示可能な信号灯を備えた射出
成形機であって、前記信号灯を昇降させる昇降部を備え、前記昇降部の昇降動作によって
前記信号灯の高さを変化させることを特徴とした信号灯を備えた射出成形機であり、前記
信号灯への干渉物の接近を検知する検知手段を備え、前記検知手段が干渉物の接近を検知
すると昇降部材を下降し、干渉物の接近を検知していない状態では昇降部を上昇させるこ
とを特徴とした信号灯を備えた射出成形機である。
　請求項２に係る発明は、前記昇降部は、ワイヤとワイヤ巻取部と昇降部材と摺動支持部
材を備え、前記ワイヤの一端が前記ワイヤ巻取部に固定され、前記ワイヤの他端が前記昇
降部材に固定され、前記信号灯が前記昇降部材に固定され、前記昇降部材が前記摺動支持
部材にガイドされて昇降可能に取り付けられ、前記ワイヤ巻取部のワイヤ巻取り動作によ
り前記昇降部材が前記摺動支持部材にガイドされつつ昇降することを特徴とする請求項１
に記載の信号灯を備えた射出成形機である。
　請求項３に係る発明は、前記ワイヤ巻取部は駆動装置を備え、駆動装置によって前記ワ
イヤ巻取り動作を行うことを特徴とする請求項２に記載の信号灯を備えた射出成形機であ
る。
【０００８】
　請求項４に係る発明は、前記射出成形機は前記駆動装置を制御してワイヤ巻取り動作を
制御するワイヤ巻取り制御部を備えることを特徴とする請求項３に記載の信号灯を備えた
射出成形機である。
　請求項５に係る発明は、前記ワイヤ巻取り制御部は射出成形機の稼動状態に応じた高さ
に前記昇降部材を昇降させることを特徴とした請求項４に記載の信号灯を備えた射出成形
機である。
　請求項６に係る発明は、前記射出成形機は前記信号灯の高さ位置を検出する高さ位置検
出部を備えることを特徴とする請求項４または５に記載の信号灯を備えた射出成形機であ
る。
　請求項７に係る発明は、前記信号灯は、射出成形機の稼動状態を、点灯、点滅させる灯
火の色や、点灯・点滅時間や点灯・点滅パターンを変化させることにより表示可能である
ことを特徴とする請求項１～６のいずれか一つに記載の信号灯を備えた射出成形機である
。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明により、信号灯を備える射出成形機において、信号灯の高さを手動または自動で
自在に昇降できる構造とし、信号灯と周囲の物との干渉を回避し、且つ、信号灯に必要な
高さを確保することが可能な信号灯を備えた射出成形機を提供できる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】信号灯を備えた射出成形機を示す図である。
【図２】信号灯を示す図である。
【図３】信号灯を昇降させる制御手段を示す図である。
【図４】信号灯への干渉物の接近を検知する検知手段を備えた射出成形機を示す図である
。
【図５】射出成形機の稼動状態に応じて昇降式信号灯を昇降させることを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明の実施形態を図面と共に説明する。　
　図１は信号灯を備えた射出成形機を示す図である。図１（ａ）は正面から見た図、図１
（ｂ）は側面から見た図である。ただし、図１（ａ）では信号灯５を上昇させた時、図１
（ｂ）では信号灯５を下降した時の状態を示す図である。
【００１２】
　射出成形機１は機台２上に射出部と型締部とを備えている。射出成形機１は図示しない
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制御装置によって射出成形機械全体が制御される。射出部と型締部はカバー３によって覆
われている。射出成形機１のカバー３の上面に信号灯５を備えた昇降部４が取り付けられ
ている。昇降部４は射出成形機１のカバー３に着脱式あるいは固定式に取り付けることが
できる。昇降部４は手動または自動で信号灯５を昇降させることができる。クレーンなど
の運搬手段６によって運搬される金型などの運搬物７が信号灯５に衝突あるいは接触しな
いように、昇降部４を縮ませることで信号灯５を下降させる（図１（ｂ）参照）。また、
信号灯５が運搬物７に衝突または接触しない状態であれば、昇降部４を伸ばし信号灯５を
上方に位置させる。このように昇降部４を伸縮することによって、信号灯５の高さを変え
ることができる。
【００１３】
　信号灯５は射出成形機１の稼動状態を表示することができ、射出成形機の稼動状態を、
点灯、点滅させる灯火の色や、点灯・点滅時間や点灯・点滅パターンを変化させることに
より表示可能である。射出成形機１と信号灯５とは図示省略した電源ケーブルなどで接続
されており、射出成形機１の制御装置からの指令に従って稼働状況に応じた表示を行うこ
とができる。
【００１４】
　図２は信号灯を示す図である。図２（ａ）は信号灯５の下降時を示し、図２（ｂ）は信
号灯５の上昇時を示している。図２に示されるように、昇降部４は、ワイヤ４１、ワイヤ
巻取部４２、昇降部材４３、および、摺動支持部材４４を含んで構成される。昇降部材４
３は摺動支持部材４４にガイドされて昇降可能である。信号灯５は昇降部材４３の上部側
一端部に固定される。また、ワイヤ４１の一端部が昇降部材４３の下部側一端部に固定さ
れ、ワイヤ４１の他端部がワイヤ巻取部４２に固定される。
【００１５】
　ワイヤ巻取部４２は手動式の巻き取り装置であってもよいし、電動モータなどの駆動装
置を用いてもよい。ワイヤ巻取部４２が電動モータの場合、射出成形機１からの指令に従
ってワイヤ巻取り動作を行ってもよいし、射出成形機１から独立した制御装置によってワ
イヤ巻取４２の電動モータを制御し、ワイヤ巻取り動作を行うようにしてもよい。信号灯
５は射出成形機１の制御装置は昇降部４のワイヤ巻取部４２を駆動制御することによって
ワイヤ巻取り動作の制御を行う。
【００１６】
　本発明において、ワイヤ巻取部４２によってワイヤ４１が巻き取られると昇降部材４３
が上昇し、ワイヤ巻取部４２によってワイヤ４１が開放されると昇降部材４３が下降する
。昇降部材４３を下降させるにはワイヤ巻取部４２によってワイヤ４１を巻き戻してもよ
い。正確には、ワイヤ巻取り動作は昇降部材４３を上昇させる動作であるが、請求項にお
いては、この昇降部材４３の上昇動作と下降動作をまとめて、ワイヤ巻取り動作により昇
降部材４３が昇降すると表現している。
【００１７】
　図３は信号灯を昇降させる制御手段を示す図である。図３は、射出成形機１が、駆動装
置を制御してワイヤ巻取り動作を制御するワイヤ巻取り制御部を備えることを特徴とした
射出成形機を示す図である。また、図３（ａ）は信号灯５を昇降させる制御手段を示す図
である。また、図３（ｂ）は信号灯５の上下を指令するための操作手段である操作釦８が
射出成形機１に設けられていることを示す図である。
【００１８】
　図３（ｂ）に示されるように、射出成形機１は信号灯５を上下させる指令を入力するた
めの操作手段である操作釦（ボタン）８を備えている。操作釦８は信号灯５を上昇端に位
置するための上ボタン８１と下降端に位置するための下ボタン８２を備えている。
【００１９】
　ワイヤ巻取り制御部はワイヤ巻取り動作を制御するためのワイヤ巻取り制御信号をワイ
ヤ巻取部に出力し、ワイヤ巻取り制御部から出力されたワイヤ巻取り制御信号をワイヤ巻
取部が受け取って、駆動装置がワイヤ巻取り部にワイヤ巻取り動作を行わせることで昇降
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によって入力された昇降操作信号は、射出成形機１の制御装置に入力される。射出成形機
１の制御装置は昇降部（ワイヤ巻取装置の駆動装置）に昇降指令を指令する。ワイヤ巻取
装置は昇降指令に従って信号灯５を昇降する。
【００２０】
　図４は信号灯５への干渉物の接近を検知する検知手段を備え、前記検知手段が干渉物の
接近を検知すると昇降部材を自動で下降させることを特徴とした射出成形機を示す図であ
る。信号灯５に金型などの運搬物７の接近を検出するセンサ９を取り付ける。運搬物７が
信号灯５に接近したことをセンサ９が検出した場合、センサ９は運搬物７の接近情報を射
出成形機１の制御装置に送る。射出成形機１の制御装置は、信号灯５が運搬物７と衝突あ
るいは接触しないように、ワイヤ巻取部４２を駆動制御し、信号灯５を降下させる。
【００２１】
　なお、信号灯５の昇降制御を運搬手段６の制御装置からの信号あるいは運搬装置制御盤
１０から入力される信号を接近情報として射出成形機１の制御装置が受け取り、受け取っ
た接近情報を用いて信号灯５の昇降制御を行うようにしてもよい。
【００２２】
　図５は射出成形機の稼動状態に応じて昇降式信号灯を昇降させることを示す図である。
図５（ａ）は操作電源を切断した状態を示し、図５（ｂ）は操作電源を入の状態を示して
いる。図５に示される実施形態は、射出成形機の稼動状態に応じてワイヤ巻取り制御信号
を変化させて、前記稼動状態に応じた高さに、昇降部材４３を昇降させることを特徴とし
ている。そのために、射出成形機１は、信号灯５の高さ位置を検出するリミットスイッチ
やエンコーダなどの位置検出部を備える。信号灯５の高さ位置の特定をワイヤ巻取部４２
の駆動装置に備わった位置検出手段を用いてもよい。
【００２３】
　上述したように、本発明により、信号灯を備える射出成形機において、信号灯の高さを
、工事なしで、手動または自動で自在に昇降できる構造とし、信号灯と周囲の物との干渉
を回避し、且つ、信号灯に必要な高さの確保を容易に行える。また、射出成形機の稼動状
況に応じて信号灯高さを調整することで、射出成形機から離れた遠い位置からでも射出成
形機の様々な稼働状況を視認できる。
【符号の説明】
【００２４】
　１　射出成形機
　２　機台
　３　カバー
　４　昇降部
　４１　ワイヤ
　４２　ワイヤ巻取部
　４３　昇降部材
　４４　摺動支持部材
　５　信号灯
　６　運搬手段
　７　運搬物
　８　操作釦
　８１　上ボタン
　８２　下ボタン
　９　センサ
　１０　運搬装置制御盤
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